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［旧石器時代から縄文時代への移り変わり］

虎渓山遺跡（虎渓山町3丁目）は、中央自動車道建設工事に伴い、昭和42年に数カ所の地点で発掘調
査が行われ、石器50点ほどが出土したほか、平安時代の灰

かいゆう

釉陶器の窯跡2基が発見されました。
この調査では、石器に伴う遺構（住居跡など）は確認されませんでしたが、細

さいせきじん

石刃（写真左）や
有
ゆうぜつせんとうき

舌尖頭器（写真右）という石器が含まれていることから、旧石器時代から縄文時代へ移り変わる時期の
ものであると分かりました。
細石刃は、骨や木の軸に複数の刃をはめ込み、槍

やり

やナイフとして使用されたもので、狩猟に出る際に
はこの小さな刃を替え刃として携帯し、
こぼれた刃だけを取り替えたと考えら
れています。有舌尖頭器は、木などで
作った柄に差し込みひもで固定し、投
げ槍

やり

として使用されたものとされてい
ます。豊かな湧水に恵まれた虎渓山の
湿地は、今でも動植物の宝庫ですが、1
万年以上も前から、その恵みを人々が
利用してきた土地だったようです。

文化財保護センター　春日　☎（25）8633問い合わせ

「くらし」「イベント」「健康情報」の詳細は担当課、市ホームページなどでご確認ください

　昭和53年に市文化財に指定された連房登り窯は、根本焼
と呼ばれる染付磁器を焼成した窯で、3室の連房は手作り耐
火物で構築されています。諏訪神社（創設者不詳）は、社伝

によると根本村の城主若尾一族が、甲州より先祖の墓と武田氏の氏神様で
ある諏訪明神を迎えたとしています。安土桃山時代（天正12年、1584年）
に開祖した元昌寺には、20数対の石仏があります。

「歩き方のくせ」をチェックしよう
　効果的にウオーキングを行うためには、正しい姿勢
が大切です。
　次の歩き方をしていないか、自分の歩き方のくせを
確認してみましょう。
①横揺れ型（足を前に運ぶ時に体を左右に揺らし、体
を揺すりながら歩く）

②足の先を外側に向けて歩く（靴底の減り具合で一目
瞭然）

③内股で歩幅が狭い（後ろの足のけりが弱いので、前

足はひざが伸びないうちに着地してしまう）
④歩幅が狭く、足全体を地面にけり落とすようにし、
足首のバネを使っていなくて疲れやすい

基本姿勢は
1．ひざを伸ばしてかかとから着地する
2．かかとからつま先へゆっくり重心を移動する
3．つま先で十分踏む込み、けりだす

ワンポイントアドバイス

問い合わせ　保健センター　佐藤（寿）　☎（23）6187
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※ここで紹介した資料は、9月30日（木）まで
市役所1階ロビーに展示していますので、ぜひ
ご覧ください

約3.2㎞

至小泉駅

約1時間30分

▲写真左：細石刃（長さ1.2 ～2㎝）
　写真右：有舌尖頭器（長さ約4㎝）
◀左図：細石刃の装着方法（戸沢充則編『縄文時代研究事典』より）
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　市制 70 周年記念日に行われた “みんなでて
りゃあ夏まつり ”は、踊りコンテストの “おど
らっせ”、うながっぱ神輿も登場した“かつがっ
せ ”、市制記念花火など、記念日にふさわしい
盛り上がりを見せていました。

　市制 70 周年記念事業「作陶
CITY 多治見！多治見で涼む宵
灯り」が行われ、市民が作成し
た 409 個の陶製ランプシェード
が幻想的な雰囲気を醸し出して
いました。
　会場では、多くの人が焼もん
グルメコンテストやライブカ
フェなどを楽しんでいました。

70周年記念日にみんなで盛り上がった

灯り・音楽・味で夏の宵を楽しむ8
14
土

8
1
日

●この広報紙は1部当たり12.96 円で42,300 部作成しています




